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第19回

イラストでわかる
インターネットのABC

インターネットで利用されるネットワークアプリケーショ
ンにはさまざまなものがあります。なかでも、もっとも基
本的なのは端末としてほかのコンピュータを利用する
「telnet」と呼ばれるものです。今回は、このtelnetにつ
いて見ていきたいと思います。

あっちのコンピュータを使いたい！
どこでも使えるtelnet
端末の種類はな～に？
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それぞれのユーザーがアプリケーショ

ンを利用していたのです。

やがてパソコンやワークステーション

が登場し、各コンピュータはネットワ

ークに接続されるようになり、その利

用形態は大きく変わっていきました。

しかし、「スーパーコンピュータ」などの

超高性能なコンピュータを利用するな

どしてネットワーク上にあるほかのコン

ピュータを使ったり、管理作業や仕事

を分担させるためにほかのコンピュー

タを利用したりすることがなくなったわ

けではありません。こうした状況下で

自分が利用しているコンピュータをほ

かのコンピュータの端末として動作さ

せるアプリケーションが「telnet」です。

telnetは実際にケーブルを用いてコン

ピュータに端末を接続するという既存

の方法を、そのままネットワークに移

し替えただけの非常に単純なアプリ

ケーションです。つまり、ケーブルの代

わりにTCPで接続しているということ

です。

INTERNET magazine 2001/4 339スーパーコンピュータ：パソコンなどに比べ格段にすぐれた計算能力を持つコンピュータのこと。スーパーコンピュータでは、通常とは異なる特別な素子やアーキテクチャー
を採用している。

現在では個人が専用のコンピュータを

利用することはあたりまえですが、コ

ンピュータが登場した当初は、大きな

コンピュータを複数の利用者で共有す

るのが常識でした。こうした利用形態

では中央に大きなコンピュータを置き、

そこに接続された端末装置を使って
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この動作は端末デバイスを介して行わ

れるように作成されています。同じプ

ログラムをtelnetで利用するため、サ

ーバー側では端末デバイスと同じ動作

をする仮想端末デバイスを用い、プロ

グラム側からは端末と同様に操作でき

るようにしています。プログラムは仮想

端末から入力を受け取ろうとします

が、実際にはTCPを経由してクライア

ントから送られてきたデータが仮想端

末を通して受け渡されるのです。同様

にプログラムの出力は仮想端末に出力

されますが、これをサーバーは仮想端

末から取り出し、TCPを経由してクラ

イアントに送ります。

このようにして、端末で利用できるプ

ログラムは、すべてtelnet経由で利用

できるようになっているのです。

では、telnetは具体的にはどう

やって動いているのでしょうか？ 利用

される側のコンピュータでは、サーバ

ーを起動してTCPのポート番号23で

待ちます。クライアントは、利用したい

コンピュータのtelnetサーバーに向か

ってTCPの接続要求を行ってコネクシ

ョンを設定するのです。これでクライ

アントとサーバーが接続されるので基

本的に準備は完了です。

端末とコンピュータの間はバイト列（ア

スキー文字列）のやりとりが行われて

いるだけですから、TCPで接続してそ

の代わりをさせればOKです。ですか

ら、「クライアント側のキーボードから

の入力をサーバーに送り、サーバー側

で動作するプログラムに渡す」「サーバ

ー側のプログラムからの出力をクライ

アント側に送り、クライアントの画面

に表示する」といったことを行います。

ところで、サーバー上で利用するプロ

グラムは、もともと端末から利用され

ることを想定して作成されています。で

すからプログラムはキーボードからの

入力を受け取り出力を画面に表示す

るという動作を行うのです。

端末デバイス：RS-232Cなどでシリアル接続された端末装置を制御するためのソフトウェア。インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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バーによっては端末の種類を必要とし

なかったり、端末の種類を処理する機

能を持っていなかったりする場合に対

応した構造といえます。

telnetでは新たな機能が追加された

場合、このネゴシエーション機能で新

しい機能を利用できるかどうかを問い

合わせています。そうすることで古い

telnetソフトウェアとの互換性を維持

しているのです。
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telnetの重要

な機能の1つとして、

利用するオペレーティングシステムに

依存しないということがあります。つ

まり、ウィンドウズからUNIXを利用し

たり、マッキントッシュからウィンドウ

ズ2000にアクセスしたりできるので

す。基本的に、オペレーティングシステ

ムが異なるとそれぞれに用意されてい

る端末としての機能が異なります。こ

れらの差を吸収してどのようなオペレ

ーティングシステムでも利用できるよ

うにしているのです。

telnetでは、NVT（Network Virtual

Terminal）と呼ばれる仮想的な端末を

用いてオペレーティングシステムによっ

て異なる端末の機能の差を吸収するよ

うにしています。たとえば、端末とコン

ピュータの間の通信に用いる文字コー

ドは原則としてASCII（アスキー）と定

義されており、大型コンピュータのよ

うに異なる文字コード（「EBCDIC」が

使われているケースが多い）が使われ

ている場合、それをASCIIに変換して

送ることになっています。また、同様

にして特別な制御文字も定義されて

います。これらは、たとえば「0xff」と

いう文字が送られてくると、その次に

送られてくる文字が制御文字で、文字

を消去する「0xf8」や行を消去する

「0xf9」といった動作が定義されていま

す。なお、「0xff」という文字自身を受

け渡したい場合、「0xff」に続いて再

度「0xff」を送ることで「0xff」の1文

字を送ったこととして扱うようになって

います。

また、このほかにも「ネゴシエーション」

と呼ばれる制御文字が用意されてお

り、これによって複雑な制御を行えま

す。たとえば、端末の複雑な制御は端

末の種類によって異なる手順が必要で

すが、それを教えるために端末の種類

をやり取りする処理には、このネゴシ

エーションが用いられています。ここで

は、端末の種類をクライアント側から

送ることをサーバー側に伝え、OKなら

受け取れることをクライアント側に返

し、それを確認したあと、端末の種類を

伝えるようにしています。これは、サー

EBCDIC（Extended Binary Coded Decimal Interchange Code）：米IBMが開発したメインフレーム用の文字コード体系のこと。ASCIIコードが7ビットで1文字を表
現するのに対し、EBCDICコードは8ビットで表現する。

次回予告

最近では端末型のアプリケーションが

少なくなり、telnetを通常のユーザー

が利用することはまれになってきてい

ます。しかし、非常に単純なネットワー

クアプリケーションであるため、電子メ

ールの配送プロトコルである「SMTP」

（Simple Mail Transfer Protocol）や

WWWで用いられるHTTPにもこのコ

ネクションが用いられるなど、実はほ

かのアプリケーションの基礎にもなっ

ているのです。

次回は、電子メールの配送プロトコル

について見ていきましょう。
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